
あなたの住まいが次の場合は必ず避難してください

ハリケーンの強風に耐えるように改造されていない、1995年
以前の単壁の木造建築の場合。

次に当てはまる場合は避難計画を立て、
避難する準備をしてください 
当局よりあなたの居住地域からの避難勧告が出ている場合。
居住地域に破壊的な高潮の予報が出ている場合。
山の稜線や崖などに面した場所に居住している場合。
洪水地帯または洪水の危険性のある地域、特にダムの避難区域
または河川近くに住んでいる場合。

あなたの住まいが次の条件をすべて満たしている場合には
シェルターインプレイス（屋内避難）をしてください

1994年以降に建設された、または、ハリケーンの強風に耐える
ように改造されている建築物。
合板、シャッター、強化ガラスで保護された窓がある、および/
または窓や外壁がない部屋へのアクセスがあり、家族全員、ペ
ット、非常用物資のための十分なスペースがある住まい。
高潮危険区域の外にある。
高潮危険区域内にある建築物の場合、10階以上の建物の4階よ
り上のコンドミニアムまたはアパートであること。または、4
階より下の場合は、建物内の廊下、階段の吹き抜け、または高
層階の別のユニットに一時的に避難してください。

避難 最善策
上記のシェルターインプレイスの条件を満たす、
友人や家族の家に避難することを検討しておいて
ください。可能であれば、職場に従業員と家族が
避難できるような安全な場所があるかどうかも判
断してください。必ず非常用品を忘れずに持参し
ましょう。

避難 他に選択肢がない場合
他に選択肢がない場合は、最寄りのハリケーン避
難エリアに避難してください。避難所はハリケー
ンの脅威からある程度守られた場所ですが、安全
な避難策がない人への最後の手段となることが目
的です。避難施設（シェルター）のほとんどは、
ハワイ州のハリケーン避難シェルターのガイドラ
インを満たしていません。登録設計専門家は、オ
アフのシェルターが「利用可能な最良の避難場
所」であると位置付けており、避難所は、洪水、
高潮が発生しやすい地域、または木造建築物や単
壁構造の古い家にとどまるよりも安全なオプショ
ンです。またハリケーンの避難場所には物資がな
いため、避難するときは非常用品を持参してくだ
さい。 

ハリケーンまたは熱帯暴風雨の発生が３６時間以
内に予想される場合、ハリケーンまたは熱帯暴風
雨注意報が発令されます。この時点で避難また
は、屋内避難（シェルターインプレイス）などの
自分を守る行動をしてください。
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ハリケーンや熱帯暴風雨は、暴風、豪雨、高潮という
３つの災害への脅威を兼ね備えており、それぞれ生命
と財産に深刻な災害をもたらす可能性があります。
特にこれらが同時に発生した場合には、カテゴリー１
の嵐であっても、特に古い家や沿岸地、また洪水地帯
にある建築物に、広範囲に渡る被害が出る可能性があ
ります。

*ハリケーン関連死者の多くは高潮被害によるものです。

嵐の間は家にいてもいいのですか？

強風・暴風
強風・暴風は家や建築物、
特にハリケーンの強風に耐
えるように建設・改造され
ていないものを破壊する可
能性があります。

ハワイの
ハリケーン

高潮*
高潮は、通常は洪水に耐えうる建
築物であっても、海岸線付近の構
造物に広範囲の洪水被害をもたら
す可能性があります。

大雨
大雨は広範囲に渡る洪水を引
き起こす可能性があります。

気象警報**
注意報
ハリケーンまたは熱帯暴風の発生が48時間以内
に予想される場合、ハリケーンまたは熱帯暴風
雨注意報が勧告されます。この時点で、家族の
緊急時の計画と緊急時用キットの準備と確認を
行いましょう。

警報

屋内避難（シェルターインプレイス）
と避難の違い
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地元のラジオ局やテレビ局をチェックし、緊急情報や最新情
報を入手しましょう。

電気やガス、または水道の元を閉めるといった勧告が出たら
従いましょう。冷蔵庫の温度は最も冷たい設定にし、ドアを
開けないようにしましょう。

雨樋と縦樋を掃除して水はけを良くしておきましょう。家の
周りの木や低木が整えられていることを確認しましょう。

動くと想定される、装飾物、屋外用家具、サーフボード、ゴミ
箱など固定して、強風時に飛ばされないようにしましょう。

窓に板を貼りましょう。テープは窓の破損を防ぎません。
外部ドアもしっかり補強し固定しますます。

用意しておいた避難プランに沿って避難の準備をしましょう。
公共のシェルターに行く予定であれば、ハリケーン避難所リス
トの情報を地元メディアでチェックしましょう。避難するとき
は必ず非常用品キットを持参しましょう。

honolulu.gov/dem

ハリケーンへの備えについて
詳しくはこちらからどうぞ。

起こりうる危険の可能性を知っておきましょう
あなたは洪水地帯に住んでいますか、それとも
崖に近い稜線に住んでいますか？これらおよび
その他の要因により、ハリケーン中のリスクが
高まります。

地元のラジオ局を聞いて、緊急情報や
最新の重要な情報のアップデートを
こまめにチェックしましょう。

ハリケーンの目の通過時は、一時的に
風はやみ、雲もなく、気温も少し上が
り、一見穏やかになりますが、数分後
には再び強い雨風が吹き荒れるので、
大変危険です。目が通過している間は
屋外に出ないでください。

窓、天窓、ガラスのドアから十分に離
れた、屋内に待機しましょう。

室内のドアを閉め、クローゼットや廊
下など、家の最下層にある小さな部屋
などに避難しましょう。

今からできる防災対策

嵐の接近前にすべきこと 嵐が通過している間

嵐が過ぎた後

家に戻れる安全が確認され、 損傷の写真を撮り記録したら、
カビの発生などのさらなる危険を避けるために、すぐに清掃
を開始してください。

損害を査定するとき、写真を撮って損失を記録しておきま
しょう。

指示については、テレビ（動作している場合）とラジオを
継続的にチェックしましょう。当局は、外に出たり、家に
戻ったりしても安全な時期を発表します。

嵐の後は、切れた送電線、ガス管の破損、汚染水、構造物の
弱体化、破損したガラスなどの危険に注意してください。
道路に散乱する瓦礫は運転を困難にしますので気をつけてく
ださい。

保険のポリシーをチェック
ハリケーン関連の損害が保険でカバーされて
いるかどうかを確認しましょう。
一般的に住宅所有者と賃貸人の保険には、ハ
リケーンや洪水の補償は含まれていません。

14日間分の災害用備品キットを準備
家族1人につき最低14日間分の非常用品を備える
必要があります。

窓に板を貼るために必要な備品を入手
シャッター、メッシュスクリーン、合板、パネ
ル、耐衝撃ガラスなどを含む、窓に合わせたサ
イズの物を今から用意しておきましょう。

何から始めればいいのか、何を聞いたらいいのかわから

ない場合、ハリケーンリソースハブ（下のリンク）にア

クセスしてください。

http://honolulu.gov/dem

